
 

 

 

 

 

 

令和７年度がはじまりました。始業式や入学式で壇上から子どもたちの表情を見ていると、みん

な引き締まったいい表情をしていました。 

始業式では、２・３年生に向けて「節目の大切さ」についてお話をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生には、１年生に対し先輩として中学生とはかくあるべきという手本を行動で示してほしいとお

願いしました。３年生には、これからの１年間はすべて自分の進路に直結していることを自覚し、まあ

いいか、とか、ちょっとだけとかというような甘えはもう捨てて、学校の内外を問わず、仲間と切磋琢

磨しながら、何事にも前向きに取り組んでほしいとお願いしてあります。 

また、入学式では、昨年度同様、新入生に心がけてほしいことを３つ伝えました。 
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植物の「竹」を頭の中で思い浮かべてください。竹は、上下の節と節の間が中空で、それが連なっ

たおもしろい構造になっています。全部が節だと曲がらないし、全部が中空だとすぐに折れてしまい

ます。節のもつ堅さと中空のもつしなやかさのバランスがとれていることで、竹はそのしなやかな強さ

を保っています。よく台風で大木が折れたというニュースをみますが、強い風が吹いても竹はしなや

かに曲がり、風をいなして元に戻るため、折れることはありません。 

この竹のからだの構造を人生にあてはめて節目という言葉が使われます。私たちの普段の生活

は竹でいえば中空の部分です。これに対して学年が上がるなどの生活が変化するときが節の部分

です。普段の生活に流されるばかりだけでは、いつか心も身体も折れてしまいます。そこで竹と同じ

ように、組織としても個人としても節目のもつ役割が大切になります。この節目のときに、観中生一

人一人が自分自身のこれまでを振り返り、これからを展望する、そして、自分自身の今を見つめ直し

て行動を起こすことが、これからの人生を生きていく中で、強い風が吹いて嵐になったとしても、竹の

ように、強くしなやかに乗り越えていく力が身につくのだと思います。 

また、通常の植物は茎の先端部分に成長点があり、先端部分が細胞分裂を繰り返すことで大き

く伸びていきますが、竹は節に成長点を持っており、それが一定の間隔ごとにあるものだから、成長

が驚くほど早いのです。 

伸びる時期には１日で約１ｍも伸びます。学年が上がり、節目を迎えた皆さん、ぜひこの機に、自

分を大きく伸ばしてほしいと考えています。 

一、  食事、睡眠、運動など生活リズムを大切にし、健康な生活を心がけること 

一、  新しい出会いの中で、より良い人間関係を築き、仲間や先輩たちから多くのことを 

学び、自分を磨くこと 

一、  観中生一人一人が安全・安心して充実した学校生活を送れるように、学校のルール

をしっかり守ること 



 

進学、進級という節目は、人を大きく成長させたり、変化させたりします。昨年度まで、どちらかと

いえば消極的だったり、我慢することが苦手だったりしていた生徒が、節目を機に変わることもありま

す。先生やクラスメイトとの新しい出会いによって、子どもたちがよりよい方向へ成長してくれること

を期待しているところです。 

○ 教科担任制について 

小学校のときは、多くの教科を学級担任の先生が教え、一部の教科を専科の先生が教えていたと思い

ます。それに対して中学校では「教科担任制」となっています。その理由・利点は、中学校になると教

科の専門性が高くなること、一つの教科を集中して教えるので先生もより工夫して教えられること、多

くの先生が子どもに関わり、その良さを見つけ、引き出せること、いろいろな先生の個性に触れること

ができることなどがあげられます。各教科の先生は、それぞれの教科の専門性を持っていますから、授

業以外の興味や関心があることについても学ぶことができます。 

また、中学生になると、勉強や進路のことなどさまざま悩んだり苦しんだりすることがあります。そ

のようなときには担任だけでなく、教科担当の先生、部活動顧問の先生など、話ができそうな先生のと

ころに行って相談できることも教科担任制のメリットと言えるでしょう。中学校ではこのメリットを最

大限に生かしながら子どもたちの成長を支えていきたいと考えています。 

教育は、学校と家庭、地域がそれぞれの役割を果たしながら互いに同じ方向を目指して協力しながら

進めることが何より大切なことと考えております。どうか本校の教育活動に、温かいご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

○ 教職員の人事異動について 

４月１日付け人事異動で本校に着任した教職員を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏  名 教科等 学年団 前 任 校 等 

１ 渡邊
わたなべ

 洋往
ひろゆき

 教頭(美)  香川大学教育学部附属坂出中学校より 

２ 山田
や ま だ

 康子
や す こ

 理 科 １年 三豊市立詫間中学校より 

３ 牧野
ま き の

 雅弘
まさひろ

 数 学 １年 観音寺市立中部中学校より 

４ 大森
おおもり

 正美
ま さ み

 養護教諭 ３年 観音寺市立大野原中学校より 

５ 岩田
い わ た

 悠佳
ゆ か

 英 語 １年 多度津町立多度津中学校より 

６ 平田
ひ ら た

 美
み

菜
な

 保健体育 1年 新規採用 

７ 藤岡
ふじおか

 卓
たかし

 数 学 ２年 学校組合立三豊中学校より 

８ 安藤
あんどう

 萌
め

衣
い

 保健体育 ２年 新規採用 

９ 矢野
や の

 尊
たか

章
あき

 理 科 1年 初任者指導 

 
○ ４月 19日（土）の授業参観、ＰＴＡ総会にはぜひおいでください。ＰＴＡ総会の場で転入職員

も含めて、職員の紹介をさせていただきます。 

○ 出欠確認アプリ LEBER（リーバー）を活用しています。生徒が病気等で欠席する場合は朝８時ま

でに入力、連絡をお願いします。また、学校からのお知らせも LEBER（リーバー）を使って周知し

ておりますので、アプリに①などのマークがついているときはご確認をお願いします。 

○ 学校の情報はホームページからでもご覧いただけます。グーグルなどで、「観音寺中学校」で検

索すれば見つかります。 


